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延
期
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
、
今
年
の
七
月
に
開
催
す
べ
く
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
国
民
は
安
心
安
全
な

開
催
が
可
能
な
の
か
、
心
配
を
し
て
い
ま
す
。

　

上
段
写
真
は
、
ヤ
ン
マ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
の
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
前
広
場
に
あ
る
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
彫
刻
家
・
ダ
ニ

＝
カ
ラ
ヴ
ァ
ン
氏
の
作
品
で
す
。こ
の
モ
ニュ
メ
ン
ト
は
、

二
本
の
石
柱
と
池
、
球
体
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
石
柱
は
寺
の
山
門
で
あ
り
、
球
体

は
日
の
丸
と
球
技
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
、
詩
人

の
高
橋
睦
郎
氏
に
よ
る
詩
文
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

右
側
は
﹁
こ
こ
ろ
よ
り
か
ら
だ
へ
﹂、
左
側
に
は
﹁
か

ら
だ
よ
り
こ
こ
ろ
へ
﹂
と
記
さ
れ
、
対
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
詩
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
も
つ
肉
体
と
精
神
の

二
面
性
を
、
短
歌
で
呼
応
さ
せ
補
い
合
う
こ
と
で
、

さ
ら
な
る
﹁
高
み
﹂
へ
の
期
待
を
込
め
た
も
の
で
す
。

　

下
段
写
真
は
、
お
馴
染
み
の
今
宮
戎
神
社
の
祭

礼
で
す
。
例
年
で
あ
れ
ば
、
三
日
間
で
お
よ
そ
一

〇
〇
万
人
の
参
拝
者
が
訪
れ
、
大
変
な
賑
わ
い
と

な
り
ま
す
が
、
以
前
の
よ
う
な
賑
わ
い
は
感
じ
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
笹︵
竹
︶は
、古
代
か
ら
、

文
学
、
美
術
、
芸
能
な
ど
、
日
本
人
は
生
活
と
密

接
な
関
係
を
保
っ
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
竹
の
も

つ
清
浄
さ
、
根
強
さ
、
節
に
よ
り
苦
難
に
耐
え
忍

ぶ
姿
、
更
に
竹
林
の
旺
盛
な
繁
殖
力
な
ど
か
ら
強

い
生
命
力
と
神
秘
性
を
感
じ
と
り
、
神
霊
が
宿
る

と
さ
え
信
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
日

本
人
の
感
性
に
よ
り
、
様
々
な
神
事
に
笹
が
用
い

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、日
々
﹁
い
の
ち
﹂
が
甦
り
、

生
成
発
展
し
て
い
る
姿
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

　

希
望
は
あ
り
ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
、
私
た
ち

が
ど
う
し
た
い
の
か
、
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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理
事
会
報
告
　
建
築
相
談
室
か
ら
　
編
集
後
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コ
ロ
ナ
禍
で
の
社
会
貢
献
活
動

社
会
貢
献
部
門
長︵
地
域
支
援
︶　

仙
入　

洋

　

コ
ロ
ナ
禍
が
い
ま
だ
続
く
中
、
建
築
士
に
よ
る

社
会
貢
献
活
動
の
あ
り
方
も
大
き
く
変
わ
り
つ
つ

あ
る
。
移
動
が
制
限
さ
れ
、
人
と
対
面
す
る
こ
と

に
も
気
を
遣
う
状
況
で
、
一
体
何
が
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
？
す
で
に
様
々
な
可
能
性
が
模
索
さ
れ
る

中
、
社
会
貢
献
部
門
地
域
支
援
の
四
委
員
会
を
イ

メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
そ
の
可
能
性
を
考
え
た
い
。

１
．
地
域
の
魅
力
再
発
見

　

移
動
制
限
を
き
っ
か
け
に
、
身
近
な
環
境
に
目

を
移
し
て
み
る
。
日
常
の
環
境
を
別
視
点
か
ら
見

つ
め
直
す
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
発
見
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
ま
ち
の
課
題
や
魅
力
を
再
確
認
す

る
こ
と
が
、
社
会
貢
献
活
動
の
新
た
な
き
っ
か
け

に
な
る
だ
ろ
う
。

２
．
情
報
技
術
︵
Ｉ
Ｔ
︶
を
駆
使
す
る

　

一
堂
に
会
す
る
講
演
会
や
見
学
会
の
開
催
が
難

し
い
な
ら
、
映
像
な
ど
を
用
い
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
情
報

共
有
を
行
う
こ
と
も
考
え
た
い
。
現
場
の
雰
囲
気

が
感
じ
ら
れ
な
い
短
所
も
あ
る
が
、
よ
り
多
く
の

人
と
意
思
疎
通
で
き
る
長
所
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
逆
境
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
よ
り
効
果
的

で
発
信
力
あ
る
行
動
に
つ
な
げ
よ
う
。
そ
の
た
め

に
、
地
域
委
員
会
を
基
盤
に
、
そ
の
名
称
に
特
化

さ
れ
た
活
動
を
行
う
被
災
支
援
、
ヘ
リ
テ
ー
ジ
、

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
重
な
る
形
で
、
協
働
の
仕

組
を
実
現
し
た
い
。
状
況
が
好
転
し
た
際
に
、
大

き
く
飛
躍
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
。
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INFORMATIONの詳細は本会ホームページに掲載しています。本会の事業はホームページから申込できます。 
【大阪府建築士会】 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5階  http://www.aba-osakafu.or.jp/
メール info@aba-osakafu.or.jp TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

INFORMATION

　※印以外の日程　大阪府建築士事務所協
　　　　　　　　　会事務局
建築技術教育普及センターHPからWEB申込
みも可能です。
https://jaeictkosyu.jp/jaeicteikikosyu/
注）定員に達し次第、受付を終了します。

令和3年建築士試験案内

令和3年より、受験申込は、原則として「インター
ネットによる受付」のみとなります。過去に受験さ
れた方だけでなく、新規受験を含めたすべての
方のインターネットによる受付が可能となります。
■二級・木造建築士試験
◇インターネットによる受付期間
　令和3年4月1日（木）午前10時〜
　　　　 4月15日（木）午後4時
　※申込受付期間が土日を含む15日間と
　　なります。
◇学科試験日　　　二級　7月4日（日）
　　　　　　　　　木造　7月11日（日）
◇設計製図試験日　二級　9月12日（日）
　　　　　　　　　木造　10月10日（日）
■一級建築士試験
◇インターネットによる受付期間
　令和3年4月1日（木）午前10時〜
　　　　 4月15日（木）午後4時
　※申込受付期間が土日を含む15日間と
　　なります。
◇学科試験日　　　7月11日（日）
◇設計製図試験日　10月10日（日）
※受験申込の詳細については、建築技術教育

普及センターのホームページをご覧ください。
https://www.jaeic.or.jp/

令和2年度、3年度監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
3/10、4/23、5/26、7/7、9/3　CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、建築に特化したテキストを使用し、経験豊富
なベテラン技術者の講師による解説と映像で、
実務に役立つ情報を提供いたします。なお、監
理技術者以外の建築士や技術者の方も受講
が可能です。日頃の工事監理業務に役立ちま
すので、ぜひご受講下さい。
日程　3/10（水）、4/23（金）、5/26（水）、　
　　　7/7（水）、9/3（金）
時間　8：55〜17：00
会場　大阪府建築士会会議室
定員　各回20名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込9,500円
　　　　郵送申込10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページより
　　　お申込みください。
http://www.kenchikushikai.or.jp/torikumi/
news/2015-07-28-2.html

本会主催の講習会等では座席の離間距離確
保等の新型コロナ感染防止対策を行います。
受講者におかれましてもマスク着用、手指のア
ルコール消毒等のご協力をお願いします。

既存建築物耐震診断等の評価・評定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物な
ど、申込者が検討した建築物の耐震診断及び
耐震補強計画について、専門的観点のもとに
審査・審議を行い、妥当であると認める申込案
件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでどうぞ
ご活用ください。

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価　等

（対象建築物）
公共・民間等の建築種別、用途、規模、構造
種別は問いません。また、他府県の建築物も
対象としております。

（会員特典）
申込者又は診断等実施者が本会会員の場
合は、評価手数料の10％割引があります。

令和2年度建築士定期講習
3/18　CPD6単位

建築士定期講習の追加開催をご案内いたします。
建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
29年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず年度内
に受講してください。
▼DVD講習
日程・会場・定員
※3/18（木）  大阪府建築健保会館5F	30名
　3/18（木）  大阪府建築健保会館6F	40名
時間　9：15〜17：00（各講習共）
受講料　12,980円（消費税含。事前振込）
申込書配布場所

大阪府建築士会及び大阪府建築士事務
所協会事務局又は、建築技術教育普及セン
ターHPからダウンロード（平成29年度受講
者には、直接申込書を郵送しています。）

申込方法
　上記事務局へ持参又は簡易書留による郵送。
受付場所（送付場所）
　※印の日程　　　大阪府建築士会事務局

既存住宅状況調査技術者講習
新規講習3/16　CPD5単位
更新講習3/24　CPD2単位

既存住宅状況調査は、登録機関の講習を修了
した建築士のみに認められる業務です。ぜひ本
講習で新たな業務の資格を取得してください。
なお、2017年度に本講習を修了された方は本
年度が有効期限となりますので、更新講習をご
受講ください。
▼新規講習（対面講習）
日時　3/16（火）　9：30〜17：10
会場　本会会議室
定員　20名（定員に達し次第締切）
受講料　郵送申込22,000円
　　　　WEB申込21,450円
▼更新講習（DVD+対面講習）
日時　3/24（水）　13：30〜16：50
会場　大阪府建築健保会館
定員　各50名（定員に達し次第締切）
受講料　郵送申込17,600円
　　　　WEB申込17,000円
▼申込
日本建築士会連合会ホームページよりお申
込みください。

建築基準法同大阪府条例 質疑応
答集 解説講習会（WEB講習会）
3/24、3/25　CPD3単位

「建築基準法及び同大阪府条例質疑応答集」
が9年ぶりに改訂することになりました。建築基
準法は平成30年の改訂を含めた度重なる改
訂、さらなる性能規定の導入により、複雑なもの
となっております。
本講習会では大阪府内建築行政連絡協議会
より説明者を招いて、改訂事項を中心に説明を
していただきます。
※11/18開催の講習会を録画したものとなります。
日程　3月24日（水）、25日（木）
　　　※両日とも同じ内容を配信します。
　　　　ご都合に合わせてご視聴ください。
配信時間　10：00〜17：30
　　　　　※講習時間は約160分です。
受講料　主催団体会員6,020円
　　　　後援団体会員7,520円
　　　　一般8,520円
　　　　※書籍代・送料込

奈良県コンベンションセンター
見学会＋説明会
3/23　CPD3単位

奈良の新たな観光交流拠点として整備された
奈良県コンベンションセンターの各所に配置さ
れた奈良らしさを感じられる素材やデザインにつ
いて、奈良県産材を用いたハイブリッド架構の
天平広場大屋根構造などの説明の後、施設全
体を見学します。
日時　3月23日（火）　14：00〜17：00
会場　奈良県コンベンションセンター
定員　42名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,500円

　　　　後援団体会員4,500円
　　　　一般5,500円

「ヨドコウ迎賓館（重要文化財）保
存修理工事の足跡とライト建築を
しのぶ」
4/20　CPD3単位（予定）

ヨドコウ迎賓館館長、藤木工務店の御厚意に
よりフランク・ロイド・ライトの建築であるヨドコウ
迎賓館（旧山邑邸）の見学と保存修理工事の
お話です。昨年2月から一般公開されています
が、4年前から工事に携わった藤木工務店の
現場所長にお越しいただき、当時の関係者でな
いとわからないお話しを聞き、ライト建築を堪能し
ていただきます。
日時　4月20日（火）　14：00〜16：30
集合場所　ヨドコウ迎賓館　玄関前
　　　　　（阪急芦屋川駅徒歩10分）
定員　30名（定員に達し次第締切）
参加費　会員2,000円　会員外3,000円

大阪地域貢献活動センター
2021年度助成対象活動募集

建築士と地域住民等が連携して進めるまちづく
りなどの地域貢献活動に対して、本会が活動
費の助成などを行います。
募集締切　3月19日（金）
対象とする活動

原則として建築士と地域住民等で構成する
団体が、地域住民等と連携して進める地域
貢献活動で、営利を目的としていない活動。

助成額　1件の助成額は30万円を限度
※募集案内を今月号に同封しています。

堺歴史文化景観まち歩き
3/28　CPD3単位

世界文化遺産百舌鳥古墳群を専門家と一緒
に古地図と比較、歴史文化を学び、景観写真
を撮影し、「堺」のまちを体感します。
主催　堺ユネスコ協会（大阪地域貢献活動助成事業）
協力　建築士の会「堺・高石」　後援　堺市
日程・コース
　3月28日（日）  世界文化遺産百舌鳥古墳群コース
申込　2021年1月4日～3月12日
時間　13：00～16：00
説明　元堺市博物館学芸員　井渓　明
定員　30名（定員に達し次第締切）
参加費　500円（青少年は無料、15名まで）
問合　NPO法人すまいるセンター（堺ユネスコ協会事務局）
　　　Tel.072-299-2323

Others
その他のお知らせ

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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1/ 26 大阪府収用委員会
  理事役員候補者選考委員会
1/ 28 東大阪市消防局研修会
2/ 9 大阪工業大学優秀学生表彰授与
2/ 12 運営委員会
2/ 15 近畿建築士会協議会
2/ 17 理事会・正副会長会議
2/ 22 大阪府収用委員会

令和 3 年度の本会理事・監事候補者を選
出する選考委員会を 1 月 26 日に開催し
ました。
本会役員 48 名のうち、24 名が今年 5 月
の定時総会で任期満了となり、その後任
として、会長及び各部門から推薦を受け
た 18 名と 1 期 2 年の任期満了者 15 名計
33 名の正会員を対象に選考しました。
選考に当たっては、会員の声を運営に反
映できるよう、幅広い建築専門分野から、
役員としての資質を備え、本会の社会貢
献活動や IT 化促進などの重要施策が担
える人材の選出を基本としました。
その結果、理事候補者 25 名、監事候補者
1 名を選出し、2 月度理事会でこれらの候
補者を総会に諮ることが承認されました。
理事・監事候補者の詳細につきましては、

「建築人」5 月号に同封する定時総会議
案書で会員の皆様にお知らせします。

令和元年度事業の第 64 回大阪建築コン
クールは、昨年 3 月 3 日の書類審査終了
後、新型コロナウィルス禍の影響により
繰延していた現地審査を断念し、現地審
査に替える二次審査委員会として設計者
による作品のプレゼンテーションを 2 月
19 日に実施しました。
設計者によるプレゼンテーション審査で
は、9 件の作品に対する 5 名の審査委員
による質疑応答という形式で、スライド
映像を用いた熱心な説明と、様々な視点

からの質問が繰り返されました。二次審
査終了後、引き続き入賞作品を決定する
最終審査委員会を開催し、渡辺節賞１点、
大阪府知事賞３点を選出しました。
 

1 月 28 日に東大阪市消防局と消防法違
反是正活動に向けた研修会を行いました。
これは、昨年の 11 月 16 日に、本会及び

（一社）大阪府建築士事務所協会と東大
阪市消防局が締結した「消防法令違反の
是正及び未然防止に向けた連携協定」に
基づくものです。
研修会には両会会長をはじめ地元会員等
約 30 名、webによる参加 15 名、建築
基準法の違反是正を担当する東大阪市建
築安全課職員が参加しました。
研修会では、消防法違反の具体的事例や
是正指導内容などの現状について、消防
局から映像を用いた説明があり、建築士
の取り組みへの期待が示されました。
今後、協定団体として違反の防止・解消
の仕組みづくりを行い、消防局を支援し
たいと考えております。

令和 2 年 7 月 30 日付けで、本会が事業
者に採択された、国土交通省の「令和 2
年度空き家対策の担い手強化 ･ 連携モデ
ル事業」「オープン空き家構想～コンバー
ジョン（用途変更）による空き家の利活
用促進事業」は、大阪府、全日本不動産
協会大阪府本部、大阪弁護士会と共同で
進めてきましたが、この程完了し、3 月

1 日付けで完了報
告を国土交通省に
提出しました。
本事業では、空き
家を店舗や福祉施
設などへのコン
バージョンを促進
するため、コン
バージョンにより

魅力的な施設に生まれ変わった事例紹介
やその経営のノウハウ、建築基準法など
の関係法令の解説をガイドブックにまと
め、不動産・建築関係者向けのセミナー
を実施しました。
セミナーの詳細はトピックスをご覧くだ
さい。

 

前回のリニューアルから 8 年以上経過
し、本会の果たすべき役割を見据え、
WEBによる情報提供が多様化する昨今
の状況に対応できるよう、本会ホーム
ページのリニューアルを進めています。
アクセスして頂いた際にもアフターコロ
ナに向かって希望を感じていただける
様、SDGsの 17 色を参考にした色彩豊
かなグラフィックとします。
TOPページには、動きのある動作導入
や、「一般の皆様へ」「建築士の皆様へ」「会
員の皆様へ」の各イベント告知も、より
シンプルでわかりやすくなるよう、配慮
いたします。
また、スマホ表示にも対応し、より手軽
に閲覧できるようにいたします。
現在、4 月からのリニューアルを目標に
制作を進めているところです。

動静レポート

開催挨拶をされる
山中 徹予防広報課長

セミナーの開催挨拶をされる
日野出 俊夫大阪府都市居住課長

ガイドブック

会長動静

本会ホームページのリニューアル

建築情報部門 

東大阪市消防局と消防法違反是正研修
会を実施

社会貢献部門 

令和 3 年度の本会役員候補者を選任

運営部門

第 64 回大阪建築コンクール審査委員
会を開催

建築表彰部門

国土交通省空き家モデル事業の完了
報告

社会貢献部門
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Gallery 建築作品紹介 SINKO AIR DESIGN STUDIO 設計：竹中工務店
施工：竹中工務店

大型空調機器トップメーカーである新晃工業のショールーム（通称エア
スタ）と、メンテナンス会社である新晃アトモスのオフィス。未来の快
適空間の創造に向けた新しい空調の在り方を探求し、空調にかかわるあ
らゆる人々を招き入れることで SINKO ファンを創る器となることを目
指した。極めてシンプルな外観とは裏腹に、内部では普段隠蔽される空
調機やダクトをすべて現しとした。また様々な工夫でその仕組を補完・
見える化することで建物全館において空調を体感できる計画とした。こ
れらを通じて、来館者・従業員の持続的な気づきを促すことが今後の事
業の発展に寄与すればと考えた。　　　　　　　（森田昌宏＋阿部敬一）

所 在 地：大阪府寝屋川市
用　　途：ショールーム
竣　　工：2020.03
構造規模：RC 造

（一部 S・SRC）
　　　　　3 階
敷地面積：2,215.58㎡
建築面積：1,156.51㎡
延床面積：2,820.18㎡
写　　真：aifoto 伊藤彰
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Gallery 建築作品紹介 富田のコートハウス 設計：大西憲司設計工房
施工：西友建設

敷地は JR の駅から数分の所に位置する。9 軒の隣家に囲まれており、空
から見ると、ポッカリと穴が空いているように見える密集地の中にある。
狭い前面道路に2m接道した旗竿敷地を、建物と塀で囲み、セキュリティー
とプライバシーを確保したコートハウスを考えた。アプローチの植栽や、
中庭を中心に、菜園・東庭・バスコートを配して、それぞれの場所から
のシークエンスを楽しむ。庭から光や風や空を感じ、木々の葉が風に揺
らぎ、木漏れ日が射し込み、四季の移ろいと自然を感じられる家を計画
した。離れの書斎と、デッキテラス・外階段・ブリッジを設けて家の中
を回遊でき、家族がより楽しく過ごせるように、2 期工事を考えている。

所 在 地：大阪府高槻市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2020.10
構造規模：木造 2 階建
敷地面積：191,47㎡
建築面積：86,09㎡
延床面積：145,65㎡
写　　真：福澤昭嘉



2021.03  建築人 8

の企画にご参加くださった方々、講師や
文化財所有者の皆様のご協力はもちろん
のこと、加えてこの 1 年足らずの間に、
コロナ禍での対応スキルを身に着けたヘ
リテージマネージャーの仲間たちの支え
があってこそだ。私たちの企画に関わっ
てくださったすべての皆様に心からの感
謝を伝えたい。

Topics

本セミナーは、大阪府と本会が共同で応
募し昨年採択された国交省空き家モデル
補助事業の成果（ガイドブック）を使っ
た講習会であり、宅建士、建築士、空き
家所有者、行政等 200 名が熱心に聴講さ
れ、大変、有意義な催しとなりました。
当日、無料配布されたガイドブック（全
71 頁）では、増加する空き家を古くて
価値がないと決めつけず、専門家への相
談や多方面の検討を加えることで魅力あ
る店舗・高齢者施設・宿泊施設等に再生
できると説いています。そして、どのよ
うに用途変更するのか、様々の法令適合
の手続き、運営や経営のノウハウまで分
かり易く記載しています。
ガイドブック各章の解説者として、本会
から濵田徹副会長と小嶋和平特任相談
役、全日本不動産協会と大阪弁護士会の
ご専門の方が順次登壇されました。
私が、ガイドブックで特に様々なヒント

2020 年が明け、新型コロナウイルスの
名が聞こえ始めた頃、私たちヘリテージ
マネージャーの活動は少しずつ例年と違
う様相を見せ始めた。月例の委員会延期
を皮切りに、集合形式での総会開催を
書面決議方式に変更し、企画していた街
歩きも中止した。そんな中に文化庁から
地域文化財総合活用推進事業の採択通知
が届く。いつもなら採択通知に素直に喜
ぶところだが、今年は喜びの前に不安が
よぎった。この状況下で果たして例年通
り事業が行えるだろうか？が、迷ってい
る時間はない。即日ヘリテージマネー
ジャー育成講座の開催スケジュールと講
師・会場の選定に入った。コロナ禍でも
使用でき、密になりにくい会場選び、状
況次第で動画受講等への切り替えを想定
しての講師への依頼。同時に、ヘリテー

を与えてくれると思ったものに、13の
事例紹介があります。規模は 100㎡未満
が多く、物件ごとに所在地 / 構造 / 建設
年代 / 最寄駅 / 法手続き / 改修期間 / 費
用等が詳しく調査され、しかも変更前と
変更後の写真・図面が比較掲載されてい
ます。
事例から、どういったプロセスで住宅か
ら飲食 / 宿泊 /デイサービス /シェアオ
フィス等に用途変更できたのかが読み取
れます。また、所有者や事業に関わった
方が、課題の解決策を見つけて、用途変
更できた喜びも書かれており、一から用
途変更を検討する方にとって非常に役立
つものではないかと考えます。
さらに、年々価値が下がる住宅を用途変
更することで、建物価値が上がり、地域
の利便性向上やコミュニティ醸成にも繋
がることを教えてくれます。
本ガイドブックに詳しく説明があるよう

ジ委員会としてのコロナ禍での事業運営
ガイドラインとマニュアルづくり。幸い、
講師の先生方にも会場を貸してくださる
方にも多大なるご協力を得て、例年通
り、育成講座をスタートできた。しかし
そこで終わりではない。外出自粛発令、
緊急事態宣言の発出等々、何か起こる度
に延期か、中止か、開催方法を変えるべ
きか、様々な判断を迫られることになっ
た。文化庁事業は、育成講座だけではな
い。地域のマップ作成、大阪文化財ナビ
のリニューアル、そして登録文化財建造
物でのワークショップイベントもある。
緊急事態宣言下でも頑張る登録文化財所
有者と連携してワークショップを開催し
たことで、NHKやMBSの取材を受け
ることにもなった。年度末を目前に、何
とか無事ここまで来られたのは、私たち

に、国が空き家対策の切り札として住宅
の用途変更を促進させるため、2019 年
6 月公布の改正建築基準法で建築確認手
続きが不要な建築規模を 100㎡以下から
200㎡未満に拡大しました。これはチャ
ンスで、建築士の腕の見せどころです。
自由度の高い魅力あるコンバージョンを
次々生み出し、まちの活性化や景観向上
にさらに寄与できるものと考えます。
なお、本ガイドブックを入手されていな
い方は、本会ＨＰに掲載予定と聞いてい
ますので、ぜひご覧ください。

会場の様子

国宝・観心寺金堂にて勉強会

ガイドブック

「オープン空き家構想 / コンバージョン（用途変更）による住宅の利活用セミナー」を受講して
日時：令和 3 年 1 月 28 日（木）　14：00 〜 16：30　　会場：ドーンセンター　　参加者：200 名

北野幹夫（理事）

コロナ禍のヘリテージマネージャー活動報告

所　千夏　（ヘリテージ委員会委員長）
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

東
京
・
新
宿
駅
は
、Ｊ
Ｒ
、
京
王
、
小
田
急
、
地

下
鉄
各
線
が
乗
り
入
れ
、
一
日
の
乗
降
客
数
が
三

百
五
十
万
人
を
越
え
る
世
界
最
大
の
マ
ン
モ
ス
・

タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
九
月
、
そ
の

様
相
を
大
き
く
変
え
る
﹁︵
仮
称
︶新
宿
駅
西
口
地

区
開
発
事
業
﹂が
突
如
公
表
さ
れ
た
。
計
画
で
は
、

新
宿
駅
西
口
本
屋
ビ
ル
と
北
側
に
接
続
す
る
地
下

鉄
会
館
、
南
側
に
隣
接
す
る
モ
ザ
イ
ク
坂
と
新
宿

ミ
ロ
ー
ド
を
す
べ
て
取
り
壊
し
、
地
上
四
八
階
、

高
さ
約
二
六
〇
ｍ
の
オ
フ
ィ
ス
や
商
業
機
能
を
持

つ
高
層
部
と
、
駅
機
能
の
再
編
を
含
む
中
低
層
部

か
ら
構
成
さ
れ
、
現
在
の
二
倍
を
越
え
る
延
床
面

積
約
二
十
八
万
㎡
の
巨
大
な
複
合
ビ
ル
が
建
設
さ

れ
る
。
二
〇
二
二
年
度
に
着
工
し
、
二
〇
二
九
年

に
竣
工
予
定
だ
。
そ
し
て
、こ
の
再
開
発
に
伴
い
、

坂
倉
準
三
︵
一
九
〇
一
～
六
九
年
︶
設
計
の
新
宿

西
口
広
場
・
地
下
駐
車
場
が
姿
を
消
す
と
い
う
。

　

そ
ん
な
中
、
二
〇
一
七
年
、
設
計
に
携
わ
っ
た

関
係
者
に
よ
り
、建
設
記
録﹃
新
宿
西
口
広
場  

坂

倉
準
三
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
﹄︵
鹿
島
出
版
会
︶
が
発

行
さ
れ
た
。こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
。

　

も
と
も
と
旧
・
国
鉄
と
小
田
急
の
改
札
口
が
地

階
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
駐
車
場
を
含
む
西
口
広

場
は
、
従
来
の
手
法
で
は
外
気
に
面
し
な
い
閉
鎖

的
な
空
間
と
な
り
、
当
初
の
計
画
で
は
中
央
に
巨

大
な
排
気
塔
を
立
て
る
予
定
だ
っ
た
。
し
か
し
、

坂
倉
は
、﹁
中
央
穴
開
き
案
﹂
を
提
示
し
、
次
の

よ
う
な
文
書
を
東
京
都
に
提
出
し
た
の
で
あ
る
。

﹁
地
下
一
階
は
単
に
駐
車
場
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

西
口
に
お
け
る
最
も
重
要
な
広
場
と
し
て
の
機
能

と
環
境
を
確
保
す
る
考
慮
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
た
め
に
は
そ
れ
の
機
能
を
満
足
さ
せ
る

と
と
も
に
よ
り
よ
き
環
境
を
作
る
方
法
と
し
て
、

地
下
一
階
中
央
上
部
を
大
き
く
開
口
さ
せ
、
地
下

一
階
歩
道
に
ま
で
、
自
然
光
線
を
取
り
入
れ
、
地

上
広
場
と
の
空
間
的
つ
な
が
り
を
得
、
地
上
地
下

一
体
と
な
っ
た
有
機
的
か
つ
﹁
自
然
﹂
な
駅
前
広

場
の
計
画
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。﹂

　

こ
の
提
案
に
よ
り
、﹃
毎
日
新
聞
﹄︵
一
九
六
六

年
十
一
月
二
十
五
日
夕
刊
︶
に
、﹁＂
二
層
式
＂
広

場
オ
ー
プ
ン
﹂
と
の
見
出
し
で
、﹁＂
太
陽
と
泉
の

あ
る
地
下
広
場
＂
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
中
央

の
吹
き
抜
け
穴
の
地
下
一
階
に
は
噴
水
も
つ
く
ら

れ
、
小
公
園
の
よ
う
な
た
た
ず
ま
い
﹂
と
紹
介
さ

れ
た
公
共
空
間
が
実
現
す
る
。
し
か
も
、
そ
こ
に

は
、
優
雅
な
曲
線
を
描
く
斜
路
の
造
形
に
留
ま
ら

ず
、
換
気
塔
や
階
段
な
ど
広
場
の
壁
す
べ
て
に
貼

ら
れ
た
窯
変
タ
イ
ル
や
円
形
パ
タ
ー
ン
に
貼
ら
れ

た
地
階
床
の
磁
器
タ
イ
ル
、
青
い
モ
ザ
イ
ク
タ
イ

ル
に
よ
る
池
の
噴
水
口
ま
で
、
土
木
的
な
無
粋
さ

を
乗
り
越
え
た
詩
情
あ
ふ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
が
随
所

に
施
さ
れ
た
の
だ
。
坂
倉
は
何
を
求
め
た
の
か
。

彼
に
は
、
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
﹃
輝
く
都
市
﹄

の
精
神
に
学
ん
だ
地
道
な
試
み
の
前
史
が
あ
っ
た
。

　

坂
倉
が
初
め
て
取
り
組
ん
だ
交
通
空
間
と
商
業

施
設
の
複
合
建
築
は
、
延
床
面
積
が
一
万
㎡
を
越

え
、
七
〇
日
の
突
貫
工
事
で
実
現
し
た
高
島
屋
大

阪
難
波
新
館
増
改
築
︵
一
九
五
〇
年
︶
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
南
海
難
波
駅
の
高
架
下
を
高
島
屋
の
売

場
に
改
装
す
る
と
い
う
難
し
い
仕
事
だ
っ
た
。
こ

の
建
物
に
つ
い
て
、
新
宿
西
口
広
場
の
担
当
者
で

あ
っ
た
阪
田
誠
造
︵
一
九
二
八
～
二
〇
一
六
年
︶

は
、
坂
倉
の
没
後
に
発
行
さ
れ
た
雑
誌
の
特
集
号

に
、次
の
よ
う
な
坂
倉
の
姿
を
書
き
と
め
て
い
た
。

﹁
坂
倉
の
好
ん
だ
句
に
、
与
謝
野
晶
子
の
﹁
劫こ
う

初し
ょ

よ
り
つ
く
り
い
と
な
む
殿
堂
に　

わ
れ
も
黄
金
の

釘
一
つ
打
つ
﹂
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
よ
く
引
用

し
た
り
し
て
い
た
が
、
彼
の
建
築
家
と
し
て
の
使

命
感
は
、
日
本
の
都
市
お
よ
び
建
築
を
、
人
間
中

心
の
環
境
に
近
代
化
す
る
実
践
に
あ
り
、そ
れ
が
、

た
と
え
ど
の
よ
う
に
困
難
に
見
え
る
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
死
力
を
尽
く
し
て
立
向
う
こ
と
、
そ
こ
に

自
分
が
参
加
し
て
誰
よ
り
も
よ
い
結
果
を
生
み
出

そ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
南
海
の

改
造
工
事
な
ど
、
当
時
は
、
そ
の
意
義
を
お
そ
ら

く
誰
も
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
は
な
か
ろ

う
か
。
建
築
家
な
ら
ば
、
外
形
の
な
い
、
地
下
部

分
だ
け
の
、
そ
れ
も
改
造
工
事
な
ど
に
、
あ
ま
り

全
精
力
を
注
ぎ
こ
む
よ
う
な
情
熱
は
、
普
通
得
ら

れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
坂
倉
は
、
こ
れ
を
大
変
な

熱
意
で
遂
行
し
、
効
率
の
高
い
快
適
な
売
場
に
変

え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
経
験
は
、
東
急
渋
谷
タ
ー

ミ
ナ
ル
、
心
斎
橋
ア
ー
ケ
ー
ド
、
名
古
屋
近
鉄
ビ

ル
、
新
宿
西
口
広
場
、
新
宿
小
田
急
ビ
ル
な
ど
に

引
継
が
れ
て
発
展
す
る
の
で
あ
る
。﹂︵
阪
田
誠
造

﹁
所
員
か
ら
み
た
坂
倉
準
三
﹂﹃
建
築
﹄
一
九
七
〇

年
六
月
号
︶

　

新
宿
駅
西
口
広
場
へ
と
結
実
す
る
試
み
は
、
こ

の
よ
う
な
坂
倉
の
使
命
感
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
た

の
だ
。
そ
し
て
、
同
じ
く
坂
倉
の
下
で
設
計
を
担

当
し
た
藤
木
忠
善
︵
一
九
三
三
年
～
︶
は
、
坂
倉

の
追
悼
文
に
次
の
よ
う
に
記
し
た
の
で
あ
る
。

﹁
戦
後
の
経
済
成
長
に
伴
っ
て
建
築
家
は
好
む
と

好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
商
業
資
本
と
の
対
決

を
せ
ま
ら
れ
て
来
た
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な

か
で
先
生
は
逃
避
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
迎
合
す

る
こ
と
な
く
、
あ
く
ま
で
建
築
の
あ
る
べ
き
姿
を

追
求
さ
れ
、
公
共
と
の
融
合
に
心
を
砕
か
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
闘
い
の
跡
は
、
私
達
に
こ
れ
か

ら
迎
え
る
で
あ
ろ
う
困
難
な
情
況
に
対
し
て
立
ち

向
か
う
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。﹂︵
藤

木
忠
善﹁
坂
倉
準
三
先
生
の
想
い
出
﹂﹃
建
築
雑
誌
﹄

一
九
六
九
年
十
月
号
︶

　

今
始
ま
ろ
う
と
す
る
新
宿
西
口
再
開
発
に
、
こ

の
よ
う
な
坂
倉
の
精
神
は
引
き
継
が
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。﹁
建
築
無
制
限
時
代
の
到
来
﹂︵
五
十

嵐
敬
喜
・
小
川
朝
雄
﹃﹁
都
市
再
生
﹂
を
問
う
﹄

岩
波
新
書
二
〇
〇
三
年
︶
の
中
で
、
坂
倉
の
仕
事

を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

小田急百貨店最上階から見た新宿西口広場

新宿西口広場・地下駐車場　1966 年
巨大都市の行方

記憶の建築
松隈　洋
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建
築
相
談
室
か
ら 

五
十
九

　

住
宅
博
で
の
相
談
２

文　

橋
本
頼
幸

　

今
月
も
先
月
に
引
き
続
き
住
宅
展
示
場
で
の
相

談
を
ご
紹
介
し
ま
す
。今
月
は
、住
宅
展
示
場
な
ら

で
は
の
相
談
で
は
あ
り
つ
つ
、ち
ょ
っ
と
風
変
わ
り
な

相
談
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

相
談
①
二
世
帯
住
宅
に
関
す
る
悩
み

　
﹁
二
世
帯
住
宅
を
考
え
て
い
る
が
、子
供
に
ま
だ
言

え
て
い
な
い
。﹂と
い
う
相
談
。こ
の
方
は
ま
た
別
に
夢

も
あ
る
そ
う
で
⋮
。担
当
者
は
、﹁
二
世
帯
住
宅
で
も

う
ま
く
行
か
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
。自
分
の
夢
が
他
に

あ
る
の
で
あ
れ
ば
そ
ち
ら
を
優
先
し
て
叶
え
る
こ
と

を
考
え
て
は
ど
う
か
？
﹂と
い
う
人
生
相
談
の
よ
う
な

や
り
取
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

別
の
日
に
は﹁
二
世
帯
住
宅
に
住
ん
で
い
る
が
、世

帯
は
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。一
階
を
デ
イ
サ
ー
ビ
ス︵
介

護
施
設
︶、民
泊
、そ
の
他
に
で
き
な
い
か
考
え
て
い

る
。他
に
賃
貸
住
宅
を
持
っ
て
い
る
が
売
却
す
る
に
し

て
も
安
い
価
格
し
か
提
示
さ
れ
な
い
。﹂と
い
う
相
談
。

﹁
建
築
士
会
に
は
様
々
な
建
築
士
が
い
る
の
で
、建

築
士
会
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。﹂と
い
う
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
い
ま
す
。

相
談
②
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
相
談

　

住
宅
展
示
場
は
リ
フ
ォ
ー
ム
の
相
談
よ
り
も
新
築・

建
替
が
ど
う
し
て
も
強
い
の
で
、リ
フ
ォ
ー
ム
の
相
談

は
建
築
士
会
の
相
談
に
ま
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
﹁
リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ェ
ア
の
チ
ラ
シ
を
見
て
き
ま
し
た
。

洗
面
所
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
考
え
て
い
る
。﹂と
い
う
相

談
。単
な
る
置
き
換
え
か
プ
ラ
ン
も
含
め
て
考
え
直

す
か
、展
示
住
宅
の
洗
面
だ
け
を
見
比
べ
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
？
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

　
﹁
家
が
散
ら
か
っ
て
い
る
の
で
収
納
リ
フ
ォ
ー
ム
を

考
え
て
い
る
。自
分
で
で
き
る
の
か
な
ぁ
…
」と
い
う

相
談
に
対
し
て
、﹁
し
ま
う
の
で
は
な
く
取
り
出
し
て

　
　
編
集
後
記

笠
井
志
保

　

海
外
で
は
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
ス

タ
ー
ト
し
始
め
、
日
本
で
も
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
始
め
て
か
ら
約
一
年
が

経
ち
、
よ
う
や
く
大
き
な
進
展
に
つ
な
が
る
と
期

待
し
た
い
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
に
よ
り
進
ん
だ
ウ
ェ
ブ
会
議
や
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
な
ど
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
後
も
、
人
の

柔
軟
な
生
き
方
を
考
え
る
と
継
続
し
て
行
え
る
と

い
い
な
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
一
方
で
建
築
は

実
物
を
見
な
い
こ
と
に
は
空
間
・
素
材
感
が
わ
か

ら
な
い
部
分
が
多
い
分
野
で
す
。
現
場
を
み
て
学

ぶ
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
と
私
自
身
感
じ
て
お
り
ま

す
。
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
発
達
に
よ
り
、
Ｖ
Ｒ
で
空
間
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
上

手
に
リ
ア
ル
と
バ
ー
チ
ャ
ル
を
使
い
分
け
て
い
き

た
い
で
す
。

　

こ
の
一
年
の
編
集
後
記
は
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ
関
連
で

あ
っ
た
よ
う
に
、
世
の
中
の
関
心
が
コ
ロ
ナ
一
色

の
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
次
の
一
年
は
違
う
話
題

が
た
く
さ
ん
で
き
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

使
え
る
よ
う
に
片
付
け
る
こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｄ
Ｉ
Ｙ
で
で
き
る
こ
と
も
多
い
で
す
よ
。﹂と
。

　
﹁
昭
和
五
六
年
以
前
の
住
宅
の
耐
震
補
強
を
考

え
て
い
る
。二
人
暮
ら
し
な
の
で
広
く
な
く
て
も
い
い

の
で
、い
っ
そ
建
て
替
え
も
あ
る
の
か
な
ぁ
と
思
っ
て
い

る
。耐
震
補
強
の
場
合
、大
き
な
地
震
の
後
に
も
そ
の

ま
ま
住
め
る
の
か
？
﹂と
い
う
相
談
。﹁
ま
ず
は
耐
震

診
断
を
し
て
は
ど
う
か
？
補
助
金
も
あ
る
の
で
。条

件
が
良
け
れ
ば
効
率
よ
く
改
修
は
で
き
ま
す
。大
地

震
の
後
、点
検
は
必
要
で
す
が
、住
め
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。﹂と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
﹁
消
費
税
は
今
後
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
？
リ

フ
ォ
ー
ム
が
い
い
か
新
築
・
建
替
が
い
い
か
悩
ん
で
い

る
。﹂と
い
う
相
談
。﹁︵
こ
の
時
点
で
は
︶わ
か
ら
な
い

で
す
ね
。﹂と
い
う
メ
モ
が
一
言
だ
け
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　
﹁
一
階
に
泥
棒
が
入
っ
た
こ
と
が
あ
る
。出
窓
な
の

で
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
苦
い
経
験
が
あ

る
。﹂と
い
う
相
談
に
対
し
て﹁
ガ
ラ
ス
に
防
犯
フ
ィ
ル

ム
を
貼
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。﹂と
の
メ
モ
の
下
に
、別

の
相
談
員
の﹁
出
窓
の
内︵
室
内
︶側
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

設
置
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。﹂と
メ
モ
が
あ
り
ま
し

た
。こ
う
い
う
や
り
取
り
が
相
談
員
同
士
で
で
き
、皆

さ
ん
の
知
見
が
集
ま
る
の
は
建
築
士
会
の
活
動
の
面

白
さ
で
す
。

相
談
③
構
法
に
関
す
る
相
談

　
﹁
地
震
に
強
い
家
を
作
る
に
は
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
が
い

い
と
聞
い
た
の
だ
が
？
﹂﹁
木
造
と
鉄
骨
で
は
金
額
が

同
じ
な
ら
鉄
骨
の
ほ
う
が
長
持
ち
す
る
の
か
？
鉄
骨

系
メ
ー
カ
ー
が
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
不
要

だ
と
言
う
が
本
当
か
？
﹂﹁
構
造
の
考
え
方
、在
来
と

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
の
違
い
に
つ
い
て
知
り
た
い
。﹂

　

こ
れ
ら
も
住
宅
展
示
場
で
よ
く
さ
れ
る
相
談
で

す
。メ
ー
カ
ー
は
自
社
構
法
の
説
明
が
中
心
に
な
る
た

め
、建
築
士
会
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
　

理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時 

二
月
十
七
日︵
水
︶
十
六
時
～
十
八
時

場
所 

本
会
会
議
室

出
席 

理
事
三
七
名 

監
事
一
名

︵
１
︶
一
月
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、
収
入
八
、

九
四
四
、〇
四
一
円
、
支
出
一
〇
、七
七
七
、四
二

〇
円
、
差
引
△
一
、八
三
三
、三
七
九
円
で
、
本
年

度
累
計
の
収
支
差
引
九
、六
八
七
、三
四
四
円
を
報

告
し
て
承
認
し
ま
し
た
。

本
会
の
現
時
点
で
の
年
度
末
決
算
を
試
算
し
、
約

一
六
万
円
の
黒
字
見
込
み
を
報
告
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
大
き
く
、
建
築

士
試
験
受
付
業
務
、
研
修
会
や
見
学
会
等
の
事
業

の
実
施
や
受
講
者
数
が
制
約
さ
れ
た
こ
と
で
、
公

益
目
的
事
業
は
対
予
算
か
ら
約
四
七
〇
万
円
の
減

収
に
な
る
見
込
み
で
す
。
そ
の
中
で
定
期
講
習
、

既
存
住
宅
状
況
調
査
技
術
者
更
新
講
習
な
ど
の
受

託
事
業
は
感
染
防
止
対
策
の
う
え
で
実
施
を
重

ね
、
建
築
士
登
録
業
務
も
合
格
者
増
を
反
映
し
て

予
算
以
上
の
収
益
に
な
る
見
込
み
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、会
長
の
叙
勲・副
会
長
二
名
の
褒
章
の
各
受
章

に
係
る
ご
寄
附
や
管
理
費
等
の
支
出
減
に
よ
り
、年
度

末
決
算
の
収
支
額
は
概
ね
均
衡
す
る
見
通
し
で
す
。

︵
２
︶
一
月
二
六
日
の
役
員
候
補
者
選
考
委
員
会

に
お
い
て
、
会
長
及
び
各
部
門
か
ら
の
推
薦
者

一
八
名
及
び
一
期
二
年
の
任
期
満
了
者
一
五
名
の

計
三
三
名
の
正
会
員
か
ら
選
考
さ
れ
た
理
事
候
補

者
二
五
名
、
監
事
候
補
者
一
名
を
定
時
総
会
に
諮

る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

︵
３
︶
泉
佐
野
市
の
特
定
空
家
撤
去
工
事
業
務
委
託

に
基
づ
き
、
上
瓦
屋
地
区
の
工
事
を
二
月
一
〇
日
～

三
月
二
五
日
に
実
施
す
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

︵
４
︶
藤
井
寺
市
と
﹁
安
全
で
安
心
し
て
快
適
に

暮
ら
せ
る
住
環
境
の
整
備
に
関
す
る
協
定
﹂
を
三

月
二
三
日
に
締
結
す
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。



『黒陶窯変タイル』

株式会社 ミハラ
http://www.ibusiyaki.com/index.php

取材：河合哲夫／建築情報部門委員

■淡路瓦のお問い合わせ先
　淡路瓦工業組合
　兵庫県南あわじ市湊 134
　Tel.0799-38-0570　Fax.0799-37-2030
　　info@a-kawara.jp
　　http://www.a-kawara.jp/

　400年の歴史を持つ淡路瓦は「淡路瓦イズ
ム」を通し、これからの時代に社会から必要
とされる瓦づくりに挑戦を続けています。今
年も淡路瓦イズムを実践している会社を紹介
します。

　「欧州における日本文化の発信拠点として、
外務省がロンドンに設置したジャパン・ハウ
ス・ロンドンに、株式会社ミハラが製造する
黒陶窯変タイルの敷瓦が15000枚採用され
ました。」同社代表取締役嶋本宏信氏は、そ
う紹介してくれました。
　黒陶窯変タイルは、瓦の可能性を拡げるた
めに同社が開発した、内外装材です。「なめ土」
と呼ばれる粒子の細かい良質な淡路の粘土
が、淡路瓦の高い質を生み出してきましたが、
焼成温度は1000度前後と、他の産地に比べ
ると低い温度で生産されることに特徴があり
ます。嶋本代表取締役は、これを1100度以
上の極限まで高い温度で焼き締めることで、
強度が高く、耐摩耗性、耐凍結性に優れ、吸
水率の低い材料に仕上げる技術を開発しまし

た。また、焼成温度を自在に操る技術も確立
したことで、炎が生み出す黒、茶、赤の独特
な窯変による新しい瓦の素材感を獲得したの
です。ジャパン・ハウス・ロンドンの床材に
採用されている黒陶窯変タイルは、瓦独特の
鈍く光る黒い床材で、その緊張感のある表情
は、日本の伝統的な美意識を表出しながら、
現代的で先進的な日本のクールな空気感を醸
し出しています。それは、「幅広い層に向け
て日本の多様な魅力、政策や取組を伝え、親
日派・知日派の裾野を拡大していくことを目
的」とするジャパン・ハウスのコンセプトに
相応しいといえるでしょう。
　屋根瓦の需要が伸び悩むなかで、瓦の市場
を拡大させるために8年もの歳月をかけてこ
の黒陶窯変タイルは開発されたと言います。
その試行錯誤の中では、「空気とオイルの量
のバランスが悪く、爆発してしまったことも。
窯の蓋が吹き飛んで、爆風で全身真っ黒にな
り、一歩間違えば命を失っていました」と嶋
本代表取締役は語ります。
　黒陶窯変タイルを生み出したのは、焼成温

度の改変だけではありません。土の内部に残
る水分を十分に抜きながら焼成する技術によ
り寸法精度の向上を実現し、従来の瓦におい
ては製作寸法精度が5㎜であったところを
3㎜以下に抑えることに成功。不良率0%を
達成しました。さらに、より高い製品のニー
ズに応え、かつ生産性を向上させるために、
寸法精度を1.5㎜に抑えることを目標とし
て、自動切断機の改良に取り組んでいます。
　瓦の進化は、それを生産する機械の進化に
よって実現します。株式会社ミハラの挑戦は、
まだまだ続きます。
　黒陶窯変タイルをはじめ、瓦の魅力は、同
社のホームページで紹介されています。ぜひ
一度ご覧ください。  

星のや東京（アプローチ）に「黒陶いぶし瓦」使用
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